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1 はじめに 

 
今後の日本に必要な社会資本整備を考える時まず頭に浮かぶのは、東日本大震災のよう

な自然災害に備える施設の整備である。2011 年 3 月 11 日、地震や津波によってもたらさ

れた多くの被害は、忘れることができないものである。 

 また、この震災において驚いたことは、危険性はわかっていながらも、安全を信じてい

た原子力発電所における事故であった。現在も現場で事故の収拾に当たられている方々に

は、本当に感謝の気持ちで一杯である。 

 この事故が示した原子力発電を利用することに伴う危険性、これが社会資本整備を通し

て日本が解決しなければならない最優先課題であることは間違いない。本稿においては、

リスクが大きい原子力発電にかわる社会資本として小水力発電を提示し、その長所及び整

備推進に当たり直面する存在する課題について論じていきたい。 

 

2 新たなエネルギーの必要性 

 
 電気料金を支払えば、当たり前のようにほぼ無制限に電気を使うことができる。また日々

の技術の進歩で、以前のように環境に負荷をかけることなく発電を行うことができるよう

になってきている。震災前には多くの人々がこれらの考えが常識であると思っていた。し

かし、震災によって引き起こされた原子力発電所の事故によりその認識を改める必要が出

てきた。 

 原子力発電が今後も必要であるか否かについて、現在大いに議論されている。原子力発

電の存続の有無の議論は賛成反対両論が割拠し、いまだに結論が導かれていない。しかし

ながら、原子力発電が持つ巨大なリスクの存在という側面を確認した今、原子力発電への

依存を減らさなくてはならないことは自明である。 

 ところが、原子力への依存を減らすためには、原子力に代わる発電エネルギーが必要で

ある。理想の新発電源の性質としては、①設置や運用が安価に行えること②設置や運用が

容易に行えること③場所を取らず、電力利用地の近くに設置可能④安定して電力を供給す

ることができること⑤人や環境に悪影響を与えないこと、などを挙げることができる。人

への悪影響の例は、原子力発電所の事故による放射性物質の拡散や風力発電に伴う低周波

の発生など、環境への悪影響例は火力発電に伴う二酸化炭素の発生などである。 

 

3 新発電源としての小水力発電 

 
 前述の理想的な発電源としての性質を多く兼ね備えたものとして、小水力発電の存在に

注目をしたい。小水力発電というと馴染みが薄いかもしれないが、「マイクロ水力発電」と

いうと耳にされた方は多いのではないかと思う。定義としてはどちらも純粋な新たな発電

方法ではなく、水力発電の一区分に該当するものである。その区分の詳細は以下の表 1 に

おいて示している。一般的に水力発電とされるのは、表 1 の大水力発電や中水力発電であ

り、小水力発電は主に設備容量 10,000kW 以下である。マイクロ水力発電も水力発電の一

区分であり小水力発電の一部とされることもある。 
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4 小水力発電の課題 

 
 前述の利点の記述から、そのような利点の多い発電方法ならば、原子力に代わるエネル

ギーに関わる議論の中で、その良さに比して名前が出てくる回数が少ないのではないかと

感じられるかもしれない。現時点での設置があまり進んでいない原因としては、法律手続

きの面倒さと費用対効果の悪さ、保守運用の難しさという課題を挙げることができる。 

4-1 小水力発電利用に当たっての法手続き 

 小水力発電は、その着工を考えた時にすぐに設置できるものではない。設置する際には

場所にもよるが、国土交通省発行の『小水力発電を行うための水利使用の許可申請ガイド

ブック』において紹介されているような 10 ページを超える書類を提出しなければならず、

それが設置者の大きな負担となっている。申請窓口も河川の等級によって異なりわかりづ

らいなど、利用しづらくなっている。以下の表 2 に許可が必要な権利をまとめた。施設内

での設置を除き、煩雑な手続きが必要な状況がわかる。 

 

表 2 許可が必要な権利例 

河川に小水力発電を設置する場合 水利使用の権利、土地の占用の許可、工事の許可、 

農業用水に小水力発電を設置する場合 水利使用の許可 

浄水場内に小水力発電を設置する場合 特になし 

出典：「小水力発電を行うための水利使用の許可申請ガイドブック」(国土交通省) 

 

 小水力発電設置の申請は河川法(国土交通省)、電気事業法(経済産業省)を始め、異なる省

庁が関わる多くの法令にのっとり行わなければならない。結果、前述のような複雑さ、困

難さを含んでしまっている。これらの点から、小水力発電設置の意欲を持ち、その実行能

力も兼ね備えている人がその法手続きの面倒さで設置を断念してしまうことも有り得ると

思われる。 

 

4-2 費用対効果の悪さ 

 手続きの面倒さと共に小水力発電の普及を妨げていることが、その費用対効果の悪さで

ある。小水力発電によって発電された電力は自己消費をされる場合が多い。そのため、発

電にかかる費用がその量の電力を購入した場合よりも安く収まれば、設置をすることがで

きる。ところが、小水力発電は設置と運用に多額の費用が掛かってしまう。そのため、発

電量を決定する有効落差(総落差から、摩擦などによるエネルギーの損失を除いた値)と水の

流量が小さい発電場所では費用対効果が悪くなり、発電以外にも付加価値を生む場合を除

き設置ができなくなってしまう。落差も流量も少ないところへの設置が多い小水力発電の

場合、この点も設置への障壁となっている。 

4-3 保守運用の難しさ 

 川沿いを通っていただければ、河川には落ち葉をはじめ様々なものが流れていることを

感じることができると思う。これは、農業用水路や用水路などにおいても共通のことであ

る。そのような中に、小水力発電を設置すればどのような結果を招くかは、明らかである。

発電用水車に落ち葉やゴミが絡まってしまいその故障を招いてしまう。 
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 そのため必要となることが、そのような浮遊物を除去することをはじめとした保守活動

である。この活動が設置主の大きな負担となってしまうため、設置への妨げとなっている。 

 これらの課題があることで、メリットに比べて小水力発電の普及は現状では進んでいな

い。 

 

5 新たな小水力発電の活用へ 

 
 現在日本においては原子力や火力に代わる新たな発電源が求められており、多くの新エ

ネルギー候補が検討されている。しかし、そのような状況下で小水力発電は理想のエネル

ギーとしての側面が多く存在する一方、課題も多く有しているためあまり社会への浸透が

図られていない。 

 そこで、これから小水力発電の普及を図っていく場合、従来のような利用法に限らない

使い方も必要ではないかと考えている。その案を以下に示したい。 

5-1 観光名所としての小水力発電利用 

 小水力発電が利用されづらい理由の一つとして、その発電量に対する費用の高さを挙げ

た。そこで、この課題を解決する新たな取り組みとして、小水力発電をただ発電のみに用

いるのではなく観光名所として積極的に PR していくという活用を行うことを提案したい。

小水力発電の特徴の一つに、その規模の小ささから多岐に渡る場所に設置可能であるとい

う点がある。それを利用して、観光客も足を運びやすい市街地や観光地などに発電した電

力で動くギミック付きなど目玉としての装飾を施した小水力発電を設置していくというこ

とである。そのように観光にも用いることで、発電だけでは生み出すことができない利益

を生むことができ、小水力発電設置を推進することができる。保守の難しさという課題も

保守にかかる人件費という側面からとらえれば、利益を増やすことで乗り越えることがで

きる。さらに、アピールなどに用いず余った電力はその他の用途に使うことで、自然にや

さしいという長所は消さず行うことができる。 

 このような使い方は、設置場所がダムと併設など山間部が主である通常の水力発電では

不可能であり、小水力発電ならではの使い方であると思う。 

 

5-2 循環型システムの一部としての小水力発電 

 例えば、蛇口の水道の水が送られてくる時のエネルギーが何かに使えないかと考えたこ

とはあるであろうか。現在の技術では難しく将来の技術革新を前提とした提言となるが、

日常の様々な水回りに小水力発電を設置し、その設備において利用することでエネルギー

の自給自足を行うことを提言したい。例えばトイレの上水道に小水力発電を設置し、その

電力によって電力を使用する設備であるウォシュレットの使用電力をまかなう。このよう

にすることで、発電所において発電すべき電力量を減らすことができるようになると思わ

れる。施設内の水力を利用することで法手続きも簡単または不要であると思われ、落ち葉

なども流れてこないため、保守も容易に行えるようになる。さらに、トイレの例でいえば、

トイレ利用量が多い時期は多くの電力需要がある反面多くの電力を発電することができ、

利用量が少ないときは多くの発電はできないものの電力需要が少ないというように、電力

の安定供給も可能となる。技術革新に伴い費用の低減が達成されれば、設置に踏み切る施
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設や家庭も増えると思われる。このように無駄となっているエネルギーを再利用すること

を行えば、クリーンで安全な社会の建設に近づくのではないかと思う。 

 

5-3 小水力発電ファンド 

 現在、小水力発電設置を主に担っているのは、前述したように公共団体、企業、NPO で

ある。しかし、小水力発電をさらに普及していくためには、個人が小水力発電に参画でき

る機会がさらに必要ではないかと思う。そこで、小水力発電ファンドを提言したい。 

例えば、小水力発電を支援したいという人が、電力会社から 1 口 1 万円の小水力ファン

ドを購入する。電力会社に渡った資金は、小水力発電の設置に用いられる。そして、ファ

ンドの購入者に対して利益として、電気料金の割引が行われるというものである。ファン

ドの種類としては、特定の小水力発電を支援できるタイプと、使用される小水力発電が決

まっていないタイプを用意する。また、ファンドの売買に当たっては、取引を円滑に行う

ために、金融機関が仲介する。 

 ファンドの購入者に対して電力料金の割引を行うためには、技術進歩による小水力発電

の保守費用の低下が必要である。しかし、出資という形で小水力発電に参加が可能になれ

ば、小水力発電への関心はあるが行動の起こし方がわからない、という歯がゆい思いをさ

れている方たちの力を引き出すことができる。そして、小水力発電の普及に貢献すること

ができるのではないかと思う。 

 

6 終わりに 

 
 本論文のテーマである「今後の日本に必要な社会資本整備とは」という問い。これに対

する自分の答えは、「いまだ使われていないものの力を引き出す、社会資本整備」である。 

 今までの日本は、経済復興や経済発展を追求するあまり、利便性や経済性を重視した社

会資本整備を行ってきた。そのことが、火力発電所による環境破壊や原子力発電所の事故

の遠因の一つとなった。その半面、日々の生活の中で使われず、無駄になっていると感じ

るエネルギーやものはまだまだ多い。小水力発電に使える「身の回り」の水の流れもその

一つである。 

 そのような力を引き出していくことが、今後の社会を作り上げていくうえでの鍵になる

のではないかと考えている。 
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